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　令和４年度全国土地改良功労者等表彰にて、当土地改良
区が農林水産大臣表彰を受賞し、３月23日（木）砂防会館
別館で勝俣農林水産副大臣より表彰を受けました。
　※「令和４年度全国土地改良功労者等表彰」の詳細は
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第36回通常総代会理事長挨拶

令和５年度予算 

令和５年度事業概要

トピックス

お知らせ

令和５年度の賦課金について

５月31日より番水を実施します



　

第
36
回
通
常
総
代
会
の
開
会
に
当
た
り

一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
年
度
末
の
お
忙
し
い
中
、
御

出
席
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

御
来
賓
と
し
て
、
上
越
地
域
振
興
局
農
林

振
興
部
佐
藤
副
部
長
様
に
は
公
務
御
多
用

の
中
、
御
臨
席
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
、
総
代
・
役
員
改
選
が
行
わ
れ
新

た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
18
日
に

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
野
口
で
ご
ざ
い

ま
す
。
農
業
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
総
代
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
業
務
運
営
に
当
た
っ
て

参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
役
割
は
、
農
家
の
皆
様

方
が
農
業
生
産
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
、

用
排
水
路
等
の
農
業
水
利
施
設
の
建
設
・

改
修
、
及
び
農
地
の
区
画
整
理
な
ど
土
地

改
良
事
業
に
よ
っ
て
地
域
農
業
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
と
灌
漑
用
水
の
公
平
で
安
定
し

た
供
給
・
配
水
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
代
の
皆
様
方
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
基

本
的
な
役
割
を
ご
理
解
頂
き
な
が
ら
、
令

和
５
年
度
は
次
の
こ
と
を
重
点
的
に
事
業

運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

１
．‌�

水
源
地
の
積
雪
状
況
と
用
水
の
配
水

に
つ
い
て

　

今
冬
の
笹
ヶ
峰
ダ
ム
周
辺
の
積
雪
状
況

は
、
少
雪
で
雪
消
え
も
早
く
、
積
雪
は
令

和
５
年
３
月
27
日
時
点
で
75
㎝
、
平
年
の

同
時
期
が
２
８
１
㎝
で
平
年
の
27
％
程
度

で
あ
り
ま
す
。
過
去
の
平
成
28
年
・
令
和

２
年
以
上
に
雪
解
け
が
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
・
令
和
２
年
は
、
田
植
え

用
水
は
確
保
で
き
た
も
の
の
、
７
月
下
旬

～
８
月
上
旬
の
出
穂
期
の
用
水
が
不
足
す

る
と
し
て
番
水
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
今

年
も
田
植
え
後
に
用
水
が
不
足
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
田
植
え
後
の
６

月
か
ら
番
水
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
梅
雨
の
季
節
か
ら
８
月
の
天
候

に
よ
っ
て
は
、
渇
水
に
な
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
天
候
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
用
水
調
整
に
努
め
て
参
り

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
も
節
水
の
意

識
を
持
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
農
家
の
皆

様
方
か
ら
も
対
策
と
し
て
、
深
耕
や
畦
の

漏
水
防
止
な
ど
の
実
施
を
お
願
い
す
る
よ

う
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
．‌�

継
続
中
の
土
地
改
良
事
業
の
早
期
完

工
と
新
規
地
区
の
推
進

　

関
川
水
系
土
地
改
良
区
管
内
で
は
、
令

和
５
年
度
国
営
・
県
営
・
団
体
営
事
業
な

ど
24
地
区
、
約
26
億
５
１
０
０
万
円
の
予

算
割
当
て
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
中

で
も
県
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、
厳
し
い
農

業
情
勢
の
中
、
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

は
、
大
区
画
化
と
担
い
手
育
成
が
最
低
条

件
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
更
に

現
在
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
V

溝
乾
田
直
播
な
ど
も
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら

れ
る
有
効
手
段
で
あ
る
と
し
て
積
極
的
に

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
県
財
政
も
厳
し
い

中
、
関
川
水
系
土
地
改
良
区
管
内
で
は
継

続
地
区
６
地
区
で
、
更
に
令
和
５
年
度
に

５
地
区
の
ほ
場
整
備
地
区
が
新
規
に
採
択

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

円
滑
な
事
業
進
捗
と
予
算
獲
得
に
向
け
て

国
・
県
に
要
望
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
令
和
６
年
度
以
降
に
新
規
採
択
を
目

指
す
５
地
区
の
関
係
町
内
と
一
体
と
な
り

事
業
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

３
．
電
気
料
金
高
騰
の
対
応
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
は
、
全
産
業
で

経
営
を
圧
迫
し
、
苦
し
い
経
営
状
況
と
聞

い
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
区
で
も
電
気
料

金
高
騰
に
よ
り
、
頭
首
工
や
揚
水
機
場
な

ど
の
施
設
の
電
気
料
金
が
、
令
和
４
年
度

は
前
年
度
比
１
４
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
分
は
、
国
・
新
潟
県
・

上
越
市
で
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
や
緊
急
支

援
が
あ
り
、
高
騰
分
の
約
85
％
と
な
る

９
９
８
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
発
電
事
業
者
に
直
接
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
令
和
５
年
１
月
か
ら

電
気
料
金
引
下
げ
の
施
策
を
講
じ
ま
し
た

が
、
更
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇
に
よ

り
発
電
事
業
者
は
そ
の
助
成
額
を
上
回
る

関川水系土地改良区
理事長

野口　和広

令
和
５
年
３
月
28
日

　
　
第
36
回
通
常
総
代
会

理
事
長
挨
拶
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値
上
げ
申
請
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

値
上
げ
幅
を
圧
縮
す
べ
く
審
査
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
令
和
５
年
度
以
降
も
電
気

料
金
の
値
上
げ
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
と
し
て
は
、
引
き
続
き
国

に
窮
状
を
訴
え
て
参
り
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
方
か
ら
は
、
昨
年
以
上
の
節
電
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

４
．
女
性
理
事
の
登
用
に
つ
い
て

　

女
性
参
画
推
進
は
、
多
様
性
社
会
の
活

力
を
高
め
、
地
域
社
会
・
経
済
に
活
力
を

も
た
ら
す
な
ど
、
農
業
・
農
村
を
継
続
さ

せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
令
和

２
年
12
月
に
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
３
年
３
月
に
は
土
地
改
良
長
期
計
画

の
中
に
土
地
改
良
区
の
理
事
に
占
め
る
女

性
の
割
合
を
10
％
以
上
と
す
る
成
果
目
標

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
目

標
年
度
は
令
和
７
年
度
と
い
う
こ
と
で
、

関
川
水
系
土
地
改
良
区
と
し
て
も
令
和
５

年
度
か
ら
女
性
理
事
登
用
に
向
け
た
検
討

を
始
め
る
こ
と
と
し
、
検
討
に
当
た
り
役

員
・
総
代
か
ら
選
出
し
た
「
役
員
定
数
検

討
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

５
．‌�

関
川
水
系
土
地
改
良
区
が
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞

　

関
川
水
系
土
地
改
良
区
が
令
和
４
年
度

全
国
土
地
改
良
功
労
者
と
し
て
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
国
営
・

県
営
事
業
な
ど
土
地
改
良
事
業
の
積
極
的

な
実
施
や
施
策
提
案
活
動
、
将
来
を
見
据

え
た
組
合
員
フ
ァ
ー
ス
ト
の
方
針
、
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
な
ど
先
人
の
思
い
・

功
績
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
啓
発
活
動
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
平
成

18
年
に
関
川
水
系
土
地
改
良
区
が
新
設
合

併
で
設
立
さ
れ
て
以
来
、
先
進
的
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
歴
代
役
員
・
総
代
の
皆
様

方
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
先
人
・
先
輩

の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
責
任

を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
提
案
い
た
し
ま
す
案
件

は
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

な
ど
、
22
件
で
あ
り
ま
す
。
初
め
に
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、新
た
な
体
制
と
な
っ

て
初
め
て
の
予
算
審
議
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
方
か
ら
の
慎
重
審
議
を
頂
き
、
議
決
・

承
認
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
開
会
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

▲総代会の様子

▲議事進行する片山泰幸議長（三郷地区総代）

野口理事長が上越農地協議会会長、
新潟県土地改良事業団体連合会理事に就任

　令和４年12月19日に開催された上越農地協議会臨時総会において、上越協議会会長に選任され就任い
たしました。また、令和５年３月22日に開催された新潟県土地改良事業団体連合会第65回通常会総会に
おいて、任期満了に伴う役員改選が行われ野口理事長が理事に選任され、令和５年４月１日に就任いた
しました。
　関川水系土地改良区だけでなく上越地域の土地改良事業促進に向け、邁進してまいります。

▲‌�令和２年４月15日時点の笹ヶ峰ダム
の積雪状況（90cm）

▲‌�令和５年４月14日時点の笹ヶ峰ダム
積雪状況（25cm）
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　令和５年３月28日に第36回通常総代会が開催され、令和５年度予算など全22議案が承認・議
決されました。
　総代会は、総代定数63名のうち、出席者52名、書面議決者７名、欠席者４名で実施されました。

収入合計
7億8,671万円

（100%）

支出合計
7億8,671万円

（100％）

土地改良事業収入 
3億2,509万円（41.4％）
経常賦課金・償還金・賦課金等による収入

土地改良事業費支出
4億2,205万円（53.6％）
維持管理や補修・改修等の支出

一般管理費支出
1億8,504万円（23.5％）
人件費・事務運営費等の支出

土地改良事業負担金支出
9,046万円（11.5％）
事業等により地元が負担する支出

特定資産積立支出
4,544万円（5.8％）
維持管理費及び決済金等の積立金

借入金返済支出
3,091万円（3.9％）
公庫への借入金返金に充てる支出

その他
1,281万円（1.7％）
予備費等

補助金等収入 
1億2,226万円（15.5%）
土地改良事業等で国・県・市等か
ら交付される補助金による収入

借入金収入 
8,830万円（11.2％）
土地改良事業等の地元負担
に充てるための借入金

業務受託料収入 
8,590万円（10.9％）
業務を受託することによる収入

繰越金 
5,531万円（7.0％）
前年から繰り越しとなった収入

特定資産取崩収入
5,320万円（6.8％）
特定資産から取り崩した収入

その他
5,665万円（7.2％）
附帯事業収入等

収入

支出
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予  算令和５年度 令和５年度一般会計予算額
７億8,671万円

区　　　　分 R４残高
令和５年度中の推移

R５末残高見込
繰入収入 利子収入 取崩し

維持管理費 160,016 25,630 36 ▲ 13,156 172,526
財政調整基金 323,225 6,588 72 ▲ 19,562 310,323
基本財産 482,504 5,093 102 0 487,699
決済金 186,941 2,750 40 ▲ 2,892 186,839
職員退職給与 128,883 10,298 27 ▲ 17,586 121,622

合　　　計 1,281,569 50,359 277 ▲ 53,196 1,279,009

R４当初
Ａ

R４最終
Ｂ

R５当初
Ｃ

対　　　　　比
Ｂ／Ａ Ｃ／Ｂ Ｃ／Ａ

一般会計 1,322,526 1,419,602 786,711 107.3% 55.4% 59.5%

積
立
資
産

維持管理費 169,389 169,335 185,682 100.0% 109.7% 109.6%
財政調整基金 339,725 340,379 329,885 100.2% 96.9% 97.1%
基本財産 432,318 432,318 487,699 100.0% 112.8% 112.8%
決済金 188,577 189,813 189,731 100.7% 100.0% 100.6%
職員退職給与 129,831 129,841 139,208 100.0% 107.2% 107.2%
用地費等 1,777 1,777 0 100.0% 0.0% 0.0%

合　　　計 2,584,143 2,683,065 2,118,916 103.8% 79.0% 82.0%

収入

款
本年度予算額

構成比
千円 ％

１　発電事業収入 84,940 70.0 
２　繰越金 36,326 30.0
３　その他収入 41 0.0

収入合計 121,307 100.0

支出

款
本年度予算額

構成比
千円 ％

１　発電事業費 32,936 27.2
２　一般管理費支出 1,274 1.1
３　特定資産積立支出 35,212 29.0
４　他会計繰出額 6,470 5.3
５　予備費 45,408 37.4
６　その他支出 7 0.0

支出合計 121,307 100.0

積立資産の残高見込

令和5年度予算比較総括表

令和５年度
笹ヶ峰発電事業特別会計収支予算

（単位：千円）

（単位：千円）

予算額　１億2,131万円
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⑴　国営事業
■関川用水農業水利事業
【令和５年度実施工事】
・ダム施設（取水設備改修・管理設備改修・洪水吐改修・緊急放流工改修など）
・放流警報局（R５・６年度に９局更新）
・幹線用水路ゲート設備改修等（上江境沢余水吐・飯田川取水口巻上機更新など）

事業費 令和４年補正　   462百万円
令和５年当初　   981百万円

計　1,443百万円

⑵　県営事業
■ほ場整備事業
【継続地区】（予算要求額）� （単位：千円）
着工 地区名 総事業費 R４補正予算 R５当初予算 計 R４当初までの進捗率 主な内容

H29 高野 2,203,000 104,000 10,000 114,000 94.6% 完了整備

H30 今池 767,000 130,000 20,000 150,000 94.6% 区画整理

R１ 中江有田 1,191,000 172,728 210,000 382,728 93.7% 区画整理

R３ 三郷 5,377,000 65,000 41,000 106,000 6.3% 排水路、FP

R３ 青野 2,337,000 171,000 31,000 202,000 7.2% 区画整理

R５ 清里第１ 7,322,700 0 28,000 28,000 0.0% 測試、換地

R５ 高士南部 3,129,000 0 20,000 20,000 0.0% 測試、換地

R５ 高士東部 511,349 0 9,000 9,000 0.0% 測試、換地

R５ 下池部 1,852,200 0 15,000 15,000 0.0% 測試、換地

R５ 岩木 430,500 0 13,000 13,000 0.0% 測試、換地

計（10地区） 25,120,749 642,728 397,000 1,039,728 59.3％
※県内部の予算要求額であり、確定したものではない。岡野町地区は令和４年度補正予算による繰越対応。

令和５年度事業概要
　今日の農業を取り巻く情勢は、農業従事者の減少・高齢化による担い手不足・コロナ禍での米の消費減退・
米価の低迷に加え、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安がエネルギー価格の高騰や肥料を始めとした原材料・
資材等の高騰を引き起こし、大規模経営体の農業経営に大きな影響を与えています。
　特に土地改良区では、電気料金の高騰が大きな課題となっております。国・新潟県・上越市では、令和４年
度において緊急の電気料高騰対策を講じて頂いておりますが、令和５年度も引き続き電気料等高騰に対する緊
急対策に期待するところです。
　そのような情勢の中、令和５年度は次のことを重点的に業務運営を進めます。

■‌�令和農業三種の神器「大区画ほ場」「スマート農業」「V溝乾田直播」の推進と
担い手の確保
■ほ場整備を契機とした園芸作物の導入推進
■効率的な用水配分と防災減災に対応した水管理システムの構築と運用

重点
施策

令和５年度事業計画

事業方針
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【調査地区】（事業計画書作成など）
　　　　　　　　　　（単位：千円）

地区名 事業費

飯 600

清里第３ 4,100

清里第２ 8,700

計（３地区） 13,400

【構想地区ほか】
地区名 受益面積（ha） 構想設計調査 県調査 事業採択目標年度

飯 76.2 H28 R２〜R５ R６
清里第３ 91.4 H29 R４〜R５ R６
清里第２ 78.5 H30 R４〜R７ R８
高士中部 77.0 H30 R６〜R９ R10
高士北部［B］ 210.8 H30 推進中 推進中
新保 21.1 H30 推進中 推進中
長嶺 152.0 H30 推進中 推進中
大熊川右岸（上江） 135.0 H30 推進中 推進中
大熊川右岸（中江） 215.0 H30 推進中 推進中
戸野目古新田 15.0 H30 推進中 推進中

合　　　計 1,072.0

⑶　その他の事業
（単位：千円）

事業名 地区名・施設名 内　容 事業費
団体営基幹水利施設
ストックマネジメント事業

関川
関川頭首工

下流エプロン補修
コンクリート打設、鉄筋補強 86,000

団体営耕作条件改善事業 新道第１
第６号排水路

排水路整備
L＝120ｍ 25,000

団体営農業水路等
長寿命化・防災減災事業

岡木
三和西部地区第３号揚水機場

流量計更新
N＝２台 15,800

三和西部１号
三和西部地区第１号揚水機場 ポンプ分解整備 5,000

上千原１号
上千原地区第１号揚水機場

上屋防水処理
A=144 ㎡ 4,800

団体営土地改良施設
維持管理適正化事業 保倉中部地区第３号揚水機場 ポンプ開放点検 2,000

県単農業農村整備事業

安江
排水路

排水路整備
L ＝ 110 ｍ 1,815

高士西部
高士西部地区揚水機場

吐出圧力調節計取替
N ＝１台 1,410

団体営経営体育成促進換地等
調整事業

飯 換地設計基準作成 1,478

清里第３ 地域営農構想作成
換地設計基準作成 2,719

計（10 地区） 146,022

▲補修予定の関川頭首工 ▲令和５年度事業採択予定の下池部地区
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トピックス
　関川水系土地改良区が令和４年度全国土地改良功労者等表彰（主催：全国土地改良事業団体連合会）にて農
林水産大臣表彰を受賞いたしました。表彰式は令和５年３月23日に砂防会館別館にて行われ、野口理事長が出
席いたしました。

○受賞の評価点
・積極的な土地改良事業への取り組み
・実績を踏まえた各種施策提案、啓発活動
・‌�組合員ファーストを方針としたきめ細かな事業

展開
・‌�歴史ある水利施設、先人の功績を後世に伝えて

いく広報活動

関川水系土地改良区が農林水産大臣表彰を受賞しました

○受賞報告
・妙高市長に報告（令和５年３月28日）
　３月28日、野口理事長が城戸市長を訪問し、受
賞を報告いたしました。
　城戸市長からは「関川水系土地改良区が行って
きた活動の歴史、農家負担を減らす施策が評価さ
れたことは素晴らしい。今後とも不安のない水供
給を行っていくため、笹ヶ峰ダムの維持管理に協
力していきたい。」とのコメントを頂きました。

▲妙高市長に報告（左から城戸妙高市長、野口理事長）

・上越市長に報告（令和５年４月４日）
　４月４日、野口理事長と梅澤副理事長が中川市
長を訪問し、受賞を報告いたしました。
　中川市長からは「歴史ある水利施設があり、その
維持管理の評価が受賞につながったことは誇り高い。
食味豊かな米の産地として、これからも安定した
農業のための水の供給に努めてほしい。」とのコメ
ントを頂きました。

▲上越市長に報告
（左から野口理事長、中川上越市長、梅澤副理事長）

○令和４年度全国土地改良功労者等表彰式
　全国土地改良功労者表彰は、土地改良事業を通
じ地域農業の発展に優秀な成果を収めているなど、
長年にわたり運営が良好である土地改良区等が表
彰されるものです。
　今回の表彰では当土地改良区を含む全国５地区が、
最高賞である農林水産大臣表彰を受賞し、勝俣農
林水産副大臣より表彰を受けました。

▲勝俣農林水産副大臣（左）より賞状を授与

▲表彰状
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　令和４年12月23日に土地改
良区功労者表彰が行われまし
た。役員は２期（８年）以上、
総代は３期（12年）以上その
職務に在任した方が対象とな
ります。
　この度役員から２名、総代
から２名が表彰されました。
長い間本当にありがとうござ
いました。

関川水系土地改良区功労者表彰

・新潟県農地部長に報告（令和５年４月12日）
　４月12日、野口理事長と梅澤副理事長が登り新
潟県農地部長を訪問し、受賞を報告いたしました。
　登り農地部長からは、「関川水系土地改良区は新
潟県内でも規模が大きく、大規模区画ほ場整備に
力を入れるなど新しい時代の農業モデルに取り組
んでいる。農業の転換期を迎える今、これからも
進んで挑戦していってほしい。」とのコメントを頂
きました。

▲新潟県農地部長に報告
（左から登り新潟県農地部長、野口理事長、梅澤副理事長）

・北陸農政局長に報告（令和５年４月17日）
　４月17日、野口理事長と梅澤副理事長が川合北
陸農政局長を訪問し、受賞を報告いたしました。
　川合農政局長からは、「大雨の年や水不足の年な
どその時々で大変な部分もあると思うが、関川水系
土地改良区は日々現場で起こる問題への対処に尽力
している。長年の功績による受賞大変おめでとうご
ざいました。」とのコメントを頂きました。

▲北陸農政局長に報告
（左から野口理事長、川合北陸農政局長、梅澤副理事長）

▲賞状授与後の記念撮影
（左から齋藤前理事長、野口理事長、林前総代）

▲表彰式（左から林前総代、齋藤前理事長）

令和４年度関川水系土地改良区功労者表彰者
役員（８年又は２期以上）

前役職 氏名 地　区 在任期間 期数（年数）

理事長 齋藤義信 板倉・妙高市地区 H26.11.18 ～ R4.11.17 ２期（８年）

副理事長 飯塚一憲 新道地区 H22.11.18 ～ R4.11.17 ３期（12年）

総代（３期以上）

前役職 氏名 地　区 在任期間 期数（年数）

総代 福山和政 高田・金谷・春日・直江津地区 H22.10.23 ～ R4.10.22 ３期（12年）

総代 林　賢二 板倉・妙高市地区 H22.10.23 ～ R4.10.22 ３期（12年）

長年の尽力に感謝をこめて
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位
以
下
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

稼
働
を
停
止
し
ま
し
た
が
、
か
ん
が
い
期

間
は
順
調
に
稼
働
で
き
た
た
め
、
年
間
売

電
収
入
は
７
，３
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
た
当
初
予
想
を
上
回
り
９
，１
１
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
も
ダ
ム

改
修
工
事
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
た

め
、
非
か
ん
が
い
期
に
は
ダ
ム
水
位
を
低

下
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、売
電
収
入
は
８
，

５
０
０
万
円
程
度
と
な
る
予
想
で
す
。
安

定
的
な
水
源
確
保
と
用
水
供
給
に
ダ
ム
の
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■
賦
課
基
日

�

令
和
５
年
４
月
１
日

■
経
常
賦
課
金
単
価

　

一
般
区
域�

３
，０
０
０
円

　

客
水
・
上
江
上
区
域�
１
，５
０
０
円

■
納
入
期
限

　

令
和
５
年
６
月
15
日�
経
常
費
の
50
％

　

令
和
５
年
10
月
16
日　
償
還
金
の
１
０
０
％

　

令
和
５
年
11
月
15
日

　
　
　

経
常
費
の
50
％
、

　
　
　

維
持
管
理
費
の
１
０
０
％
、

　
　
　

工
事
連
絡
調
整
費
の
１
０
０
％

一
部
金
融
機
関
で
賦
課
金
の
口

座
振
込
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
！

　

え
ち
ご
上
越
農
業
協
同
組
合
で
は
令
和

５
年
度
よ
り
振
込
手
数
料
が
発
生
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
金
融
機
関
で
も
各
種
手
数
料
の

改
定
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の

金
融
機
関
で
も
口
座
振
込
等
の
手
数
料
が

値
上
が
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
で
は
、
賦
課
金
納
入
に

便
利
な
口
座
振
替
契
約
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
総
務
課
賦
課
係
（
☎

０
２
５
‒
５
２
２
‒
５
７
２
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
い
金
融
機
関
】

　

え
ち
ご
上
越
農
業
協
同
組
合
、
第
四
北

越
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
上
越
信
用
金

庫
、
新
井
信
用
金
庫

農
地
転
用（
地
区
除
外
）に
は
決
済
金
が
か
か
り
ま
す
！

　

農
地
転
用
等
に
よ
っ
て
地
区
除
外
す
る

令
和
５
年
度
の
賦
課
金
に
つ
い
て

令和５年度県営ほ場整備事業関係賦課金単価（円／ 10a）

場
合
は
、
土
地
改
良
法
に
よ
る
決
済
が
必

要
で
あ
り
、
受
益
地
の
残
り
の
農
地
面
積

で
維
持
管
理
費
や
償
還
金
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

転
用
面
積
分
の
決
済
金
を
ご
負
担
頂
き
ま

す
。
納
入
頂
け
な
い
場
合
は
、
賦
課
さ
れ

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
業
務
課
管
理
係
（
☎

０
２
５
‒
５
２
２
‒
５
７
２
３
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
決
済
金
単
価
（
10‌

a
あ
た
り
）

・
維
持
管
理
事
業
費

　

一
般
区
域�

１
５
０
，０
０
０
円

　

客
水
区
域�

７
５
，０
０
０
円

・
笹
ヶ
峰
ダ
ム
維
持
管
理
費

　

一
般
区
域�

３
０
，０
０
０
円

※‌�

対
象
受
益
地
の
区
分
に
よ
り
、
そ
の
他

の
決
済
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　賦課金に未納があると督促状や催告状が発送されますが、
発送後に支払いが確認できない場合、支払いの意思がないと
判断し、滞納処分（差押え）を行うことになります。一括で
納入できない場合は、分割納入のご相談も承りますので、必
ず土地改良区までご連絡くださいますようお願いいたします。
　なお、農地を売買する場合、その農地に未納賦課金がある
と、買主に支払いの義務が生じますので、後日トラブルにな
らないよう、未納賦課金の精算調整をお願いいたします。（土
地改良法第42条第１項による）

未納賦課金の対応について ●差し押さえの対象
　差し押さえは所有者から財産を処分する権利
を奪うことを指します。土地改良区が行う差し
押さえの対象は以下のものとなります。
　給料・所得、年金、預貯金、生命保険、不動
産・自動車、動産など

・令和４年度賦課金滞納処分認可状況
　対象者　６名
　対象額　1,286,602円

地区名 種別 地目 賦課単価
（R４）

賦課単価
（R５）

増減
（R５－R４）

三和西部 ほ場整備事業費 田・畑 461 458 ▲ 3
揚水機場維持管理費 田 2,500 2,900 400

上江保倉
ほ場整備事業費 田 1,256 1,256 0
揚水機場維持管理費①～④ 田 3,100 3,900 800
　　　　〃　　　　⑤ 田 3,600 4,500 900

三和南部

揚水機場維持管理費① 田 3,400 4,600 1,200
　　　　〃　　　　② 田 2,000 2,900 900
　　　　〃　　　　③ 田 1,900 3,000 1,100
　　　　〃　　　　④ 田 1,600 2,300 700

（防災減災事業）　　② 田 368 368 0

板倉西部
ほ場整備事業費 田・畑 2,060 2,037 ▲ 23
揚水機場維持管理費① 田 4,300 4,300 0
　　　　〃　　　　② 田 4,400 6,200 1,800

高士西部 ほ場整備事業費 田・畑 4,619 4,619 0
揚水機場維持管理費 田 3,100 3,700 600

重川上流
ほ場整備事業費 田 940 939 ▲ 1
　　　　〃 畑 314 313 ▲ 1
揚水機場維持管理費 田 3,900 4,700 800

上 千 原
ほ場整備事業費 田 2,677 1,323 ▲ 1,354
　　　　〃 畑 893 441 ▲ 452
揚水機場維持管理費 田 3,900 4,300 400

中江北部第１ 揚水機場維持管理費 田 3,000 4,800 1,800

中江北部第２

調査費 田・畑 318 26 ▲ 292
ほ場整備事業費 田 2,803 2,251 ▲ 552
　　　　〃 畑 2,803 751 ▲ 2,052
揚水機場維持管理費① 田 2,800 3,300 500
　　　　〃　　　　② 田 2,200 2,800 600
　　　　〃　　　　③ 田 2,300 3,000 700
　　　　〃　　　　④ 田 2,200 2,700 500
　　　　〃　　　　⑤ 田 2,500 3,900 1,400
　　　　〃　　　　⑥ 田 2,100 2,700 600
　　　　〃　　　　③（区域外） 田 1,150 1,500 350

津有南部第２

調査費 田・畑 438 297 ▲ 141
ほ場整備事業費 田 207 205 ▲ 2
　　　　〃 畑 69 69 0
揚水機場維持管理費① 田 1,000 1,000 0
　　　　〃　　　　② 田 2,700 3,700 1,000
　　　　〃　　　　③ 田 2,700 3,300 600

津有南部第１

調査費 田・畑 343 339 ▲ 4
ほ場整備事業費 田 907 909 2
　　　　〃 畑 303 303 0
揚水機場維持管理費 田 2,700 3,700 1,000
　　　　〃　　　　（区域外） 田 1,550 2,000 450

保倉中部
ほ場整備事業費 田・畑 6,524 4,834 ▲ 1,690
揚水機場維持管理費 田 4,500 6,000 1,500

（維持管理適正化） 田 360 360 0
保倉西部第１ ほ場整備事業費 田・畑 4,724 4,722 ▲ 2

揚水機場維持管理費 田 4,000 4,700 700
重 川 揚水機場維持管理費 田 5,000 5,200 200
東 中 島 揚水機場維持管理費 田 3,600 4,700 1,100
高 野 ほ場整備事業費 田・畑 98 125 27

工事連絡調整費 田・畑 200 200 0
高 柳 ほ場整備事業費 田 69 62 ▲ 7
今 池 ほ場整備事業費 田・畑 71 109 38

工事連絡調整費 田・畑 200 200 0
岡 野 町 ほ場整備事業費 田・畑 61 87 26

工事連絡調整費 田 200 200 0
中江有田 ほ場整備事業費 田・畑 73 130 57

工事連絡調整費 田・畑 200 200 0
三 郷 ほ場整備事業費 田・畑 4 13 9

工事連絡調整費 田・畑 200 200 0
青 野 ほ場整備事業費 田・畑 5 13 8

工事連絡調整費 田・畑 200 200 0
清里第１ 工事連絡調整費 田・畑 - 200 200
高士南部 工事連絡調整費 田・畑 - 200 200
高士東部 工事連絡調整費 田・畑 - 200 200
下 池 部 工事連絡調整費 田・畑 - 200 200
岩 木 工事連絡調整費 田・畑 - 200 200
▲電気料高騰に伴い揚水機場維持管理賦課金が増額している地区があります。
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再生産可能な植物油を原料としたインキを使用しています。
FSC®認証紙とは、原材料として使用されている木材が適切に管理された
森林に由来することを意味します。

12

５月31日より番水を実施します５月31日より番水を実施します
　今冬の少雪の影響から、雪解け水が例年より早く終息し、５月中には河川流量が低下することが予想されて
おります。このような中、当土地改良区では用水需要がピークを迎える出穂・登熟期に用水不足が生じないよう、
笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水を温存すべく５月31日より２日ごとの番水（輪番制）を実施し、下流域まで通水量
の確保に努めます。
　番水は、上江・中江幹線用水路
で行い、それぞれ上下流に分けて
２日ごとに上流域の取水ゲートの
開閉操作を行います。ただし、大
道子安・稲荷中江幹線用水路につ
いては、河川流量が著しく低下し
た際に地元維持管理委員会と協議
の上、番水を実施することとします。
ご不便をおかけしますが、ご理解・
ご協力くださいますようお願いい
たします。
※‌�番水実施については、河川流量、

降雨等により一部変更・中止す
る場合があります。その際は、
随時、回覧、ホームページ等で
お知らせいたします。
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積
雪
深
㎝

日付

笹ヶ峰ダム積雪、流入量グラフ

積雪平年値

R5積雪

H28積雪

平年流入量

R5流入量

H28流入量

流

入

量

㎥

/s

平年最深積雪338cm

Ｈ２８最深積雪

206cm
Ｒ５最深積雪190cm

1200.00

1205.00

1210.00

1215.00

1220.00

1225.00

貯
水
位

ｍ

Ｒ5年 笹ヶ峰ダム貯水位、流入、積雪グラフ

平年貯水位

令和5年貯水位

平成28年貯水位

関川地区土地改良区連合

※直近の少雪年（平成28年）
の状況と比較

番 水 計 画
○実施期間：令和５年５月３１日（水）から
○‌�実施方法：‌�上流域の取水ゲートを２日ごとに開閉操作することによ

り、下流域への通水量確保を図る。
【上流域の範囲】
上江幹線用水路：始点から六寸樋（上越市清里区上深澤地内）まで
中江幹線用水路：始点から重川新田分水工（上越市大字四辻町地内）まで
○‌�関係する各揚水機場については、関係者に配布している「令和５年

度　揚水機場運転カレンダー」のとおり２日ごとに運転してください。
番水の影響により、日によって通水量が増減することをご了承願います。

番水スケジュール

下流 上流 下流

番水開始

下流　増
上流　減

下流　減
上流　増

下流　増
上流　減

5月30日
17：00 17：00 17：00

上流分水
ゲート閉

上流分水
ゲート開

上流分水
ゲート閉

5月31日 6月1日 6月2日 6月3日 6月4日 6月5日

　農林水産大臣表彰の受賞は、先進的な活動を行ってきた歴代役員・総代・組合員の皆様方の功績であり、先人・
先輩の思いを引き継いでいくという使命を改めて認識いたしました。関川水系土地改良区では引き続き、土地改良
事業の促進など地域農業の一翼を担う団体として、その自覚と責任のもとにさらなる活動を展開してまいります。
　今年度はコロナ禍により規模を縮小せざるを得なかった行事等も、少しずつ以前のような活気を取り戻していけ
るのではないかと考えております。

編集
後記


